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酸化ス トレ ス とは，生体内 にお い て活性酸素種や フ リ
ー

ラ ジ カ ル 、活性窒素種
の 生成 がそれ らの 消去系 を凌駕し た状態を指す。過度 の 酸化ス トレ ス は ，過酸

化脂質の 生成や タ ン パ ク質の グ リ ケーシ ョ ン 、DNA の 損傷 など生体分 f．の 変性

的な修 飾や傷害を引 き起 こす こ とか ら，老化や 生 活習慣病の リス ク フ ァ ク タ
ー

として 認識 されて い る 、，一．・方，抗酸化物質は，活性酸素種や フ リ
ー

ラ ジ カ ル を

直接的に捕 捉する化 合物群の 総称 であ る。代表的 な もの と して ，グ ル タ チ オン

やチオ レ ドキ シン ，SOD とい っ た生体 内の レ ド ッ ク ス 制御 に関 与す る タ ン パ ク

質やポ リフ ェノ
ー

ル 類，カ ロ テ ノ イ ドな どの フ ィ トケ ミ カ ル が あ り，こ れ らは

新 しい バ イオ フ ァ ク タ
ー

として 期待され て い る 。特 に後者 は，食品 を通 じて容

易に摂 取出来 るこ とか ら，有効成分の 探索と構造解析に 関す る研究、健康食品

やサプ リメ ン トへ の 応用に 関する取 り組み などが 積極的 に進め られて い る。
演者 の研 究グル

ー
プで は ．海洋性バ イ オマ ス 、その 中 で も人型褐藻類 を対象 に

フ ェノ
ー

ル 性抗 酸化物質の 探索と解析に関する 研究 に 取 り組ん で い る。こ れ ま

で に ア ラ メ 属 （ア ラメ ，サ ガ ラ メ）と カ ジ メ 属 （カ ジ メ ，ク ロ メ 〕 の 褐藻類か

ら共通 の 化合物 として 4 種 類の フ ロ ロ タ ン ニ ン 類 〔海藻ポ リフ 」．ノ
ー

ル 類 ｝ を

単 離
・
同定 した．陸上植物の 生産する ポ リ フ ェ ノール 類は ，構造上，主に F］avan −

3，4−diol構造 を持 つ 化合物 が 重合 した 縮 合型 タ ン ニ ン と没食 予酸や エ ラ グ 酸 な

どの芳 香族化合 物 と糖 質が エ ス テ ル結合を形成した 加水分解性 タ ン ニ ン の 二 つ

に大別 される。それに 対 して 単離・
同定した 化合物群 は，Dibenzo−1，4−dioxin構

造 を持 つ Eckolを基本骨格 とする フ ロ ロ グル シノ ー
ル O，3，5−Trihydrexybenzene）

の重合体 で あ り，既知 の タ ン ニ ン類とは 異なる分子構 造を持つ こ とが分 か っ た．
生 藻体 か ら調製 した切 片に VaniLlin−HCL 染色を施 し光学顕微鏡観察 を行 っ た 結

果，フ ロ ロ タ ン ニ ン類に 富ん だ 細胞は ，藻体の 成熟度や 部位に 関わ らず皮相組

織外縁 部に 局在 してい た。また フ ォ トダ イ オ ードア レ イ検 出器 を用 い た HPLC
分析 か ら，当該藻類 に お ける総 フ ロ ロ タ ン ニ ン 含 量は乾燥 重量あ た り約 4、O〜
S．0％ の 範囲 に ある こ とや フ ロ ロ グ ル シ ノ ー

ル 5 量体以 E の 化合物の 占め る割合

が 多 く，それぞれの 含量や 組成に 季節 変動 が な い こ と も確認 した 。
同定 した化合物 をそれぞれ精 製 し、リ ン脂質 リボ ソ

ーム 〔生体 膜モ デ ル 〕 中で

の リン 脂質過酸化抑制効果 や，DPPH ラ ジ カ ル，ス
ーパ ーオ キ シ ドア ニ オ ン ラ

ジ カ ル 〔02
’
）捕捉 活性 を測定 し．そ れ らの 持 つ 抗 酸化性 を 評価 した。フ ロ ロ グ

ル シノ ー
ル 5量体 以上の 化合 物は ，1 μM の 濃度で ブ ドウ由来 ヒ ドロ キ シ ス チ ル

ベ ン や 抗 酸化 ビ タ ミ ン 類 よ り強 い リ ン 脂質過 酸 化抑制効 果を 持 っ て い た。
DPPH ラジ カ ル 、　 Oz

’
ラ ジカル 捕捉活性試験 か らEC5

。値を算出 した 結果．単離
・

同定 した フ ロ ロ タ ン ニン 類は，茶 カテ キ ン類 と同 程度の ラ ジ カル 捕捉活性 を持
つ こ と も分 かった。さ らに マ ウ ス へ の 経口 投与試験で は，前述 した 抗酸化作用
の有効濃度 以 E．の 量 を投与 して も，そ れぞ れの フ ロ ロ グ ル シ ノ ー

ル
・オ リ ゴマ

ー
は生 体毒性 を示 さない こ とを併 せて 確認 した。
これ まで に得 られ た研究成果 か ら，「第3の タ ン ニ ン」で あ る フ ロ ロ タ ン ニ ン 類
は、陸上 植物 の持 つ フ ラボノ イ ド類 と同様 「抗 酸化ポ リフ ェ ノ

ー
ル ．1として 非

常 に魅 力的な 性状 を持って い ると考 えてい る。ソ
ー

ス となる 大型 褐藻類 に は，
ハ ロ メ タ ボ ラ イ トの

．
つ で あるプ ロ モ フ ェ ノ

ー
ル 類 も含 まれて お り，「抗 酸化物

質含有植物素材」 と して海 洋性 バ イオマ ス の 再評価 と利用が進展する こ とを期

待して い る。

完全養殖

近畿大学水 産 研 究 所は ，1964 年 に養殖マ ダ イか らの 採卵お よび稚 魚の 飼育に 成

功 し，そ れ 以 降 ラ イ フ サ イ クル の 全 て を 人為 的 に行 うい わ ゆる 「完全 養殖」技

術 に よ っ て 養殖 用 マ ダ イの 種 苗 〔稚魚〉生 産 を開始 した 。現 在で は ID 世代以上

に わた る選抜育種 に よ っ て 天 然 魚 よ りも 2 倍近 く成長の 速い 養殖 用種 苗 を生産

して 全 国 に 出荷 して い る。この よ う に完全 養殖 に よ っ て 品種改良が 叮能 となる

など，養殖の 産 業化 に お け る メ リ ッ トは 大 きい 。

完全養殖 ク ロ マ グ ロ

最高黻 魚 ク ロ マ グ ロ は 有用 魚類 中最大型種 で ，乱獲 に よる 資源の 減少 が 匿界的

に 大き な問 題 と な っ て い る 。近 畿大学で は，且970e ｛ に 和歌lri県串本町に おい て

完全養殖 研 究 を開始 した 。
1974 年に は ヨ コ ワ 〔ク ロ マ グ ロ 幼魚〕の 活 け込 み か らの 飼育技術 を開発 し．！979
年 には 世 界で 初 め て 網い け す内で の 自然産卵 を確 認 した ．こ の 親魚 は 1980年お

よ び ig82 年 に も産 卵 し た。卵か らの 飼育実験 は何 度 も試 み られたが，当時は 全

長 IOcrn以 上 に 育 て る こ とは で きず，加え て その 後 n 年間産卵が途絶 えた。
1994年 に 親魚 が 待 望 の 自然 産卵 を 開始 した 。その 後，大量死の 原因究明 をすす

め ．それ に基 づ い て 飼 育技術 を改 良し．2002 年 に は 1995 年 およ び 1996年 に卵か

ら人 T．的 に 育て た 魚 が 親 と な っ て 産卵 した c こ れに よって ，ク ロ マ グロ の 「完

全養殖」が 32年の 年月 を経 て世 界で初め て 達成 された 。
さ らに ，完 全 養殖 ク ロ マ グ ロ の 産業化 を進 めて きた結果、2007年 には第3世代

を生産 し，世 界で 初め て 人．L種苗 （ヨ コ ワ）iv　1，seo尾 を養殖業者 に 出荷 した。
さ らに 200S 年に は 5，000 尾．2009 年に は 3万尾以上の 人工種苗の 出荷 を実現 し

た 。この 尾 数 は 国内で の 養殖尾数の 約 1割 に 相 当する。

ブ ラ ン ド化 戦 略

近 畿大 学 で は ，養殖 試 験 開 始 当 初 か ら養 殖 した ク ロ マ グ ロ を 出荷 して お り，市

場で もそ の 品質に 高 い 評価 を得 て い る ．そ こ で 2005 年に は 近 畿大学で 養殖 した

ク ロ マ グ ロ を
一
近 大 マ グ ロ ＼ キ ンダ イ マ グ ロ 」 と して 商標登 録 し，その プラ ン

ド化 を進め て い る c ま た 最 近 は ア メ リカ 向けに も出荷 して ，天 然資源 に 影響 し

ない 完全養殖 ク ロ マ グ ロ と して 高 い 評価 を得 て お り，ア メ リ カで も 「Kindai」ブ

ラ ン ド として 2009年 に 商標 登 録 が 認め られ た 。

トレ サ ビ ィテ ィ 手法

近 畿大 学が養殖 して 出荷 した魚 に は卒業証 杏が 添 付 さ れ る。そ の 卒業 証書に は

二 次元バ
ー

コ
ー

ド 〔QR コ
ー

ド）が プ リ ン トされ て お り，携帯 電話 の カ メ ラ 機能
で こ の バ

ー
コ
ー

ドを読み 取る と，ホ
ー

ム ペ ージ に ア ク セ ス で きる よ うに な っ て

お り，購 入 した魚の 生産に 関 する 履歴情 報 （投与 飼 料．投 薬 履歴 な ど｝が提 供

されて い る 。
ブ ラ ン ド化 を進め る に あた り．刺身に な っ た段 階 で も近 畿大 学 産 の 完全 養殖 ク

ロ マ グ ロ で ある こ とを証 明す る 必要が ある。そ こで DNA マ
ー

カ
ー

に よ る 親子 鑑

定お よ び 個体識別技術 を導入 した．用い た親魚の DNA タ イ プ か ら種苗 の段 階 で

販売された もの で あ っ たと して もその生 産に 関 ワした親魚 を特定 で きる 。こ れ

に よ っ て 生 産履歴だ けで はな く，血統 的背 景に つ い て も科学 的 に証 明 で きる 体

制が構築され た 。
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